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はじめに 

この度は PRIMARE AV プリメインアンプ SPA25 をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。本取扱

説明書には、本機設置や操作について重要な情報が含まれています。本説明書をお読みの上、設置や操作の詳細につい

て充分にご理解いただき、正しくご使用の上、末永くご愛用くださいますようお願い申し上げます。 

 

開梱 
箱から商品を取り出して、中身を確認してください。 

欠品がありましたら、直ちにお買い上げいただいた販売店に連絡してください。 
 

本体 １台 電源ケーブル １本 

リモコン（単 4 乾電池×２） １個 電源ケーブル用 2P/3P 変換プラグ １個 

Trigger ケーブル １本 Dirac Live キャリブレーション用マイク １本 

取扱説明書（本紙） １冊 検電器（単 4 乾電池×２） １個 

保証書 １部   
 

 

【エイジングについて】 

本機がより良い状態に到達するために、最初に約 24 時間のエイジングを行ってください。その後、少なくとも

約３日間のエイジングを経て、徐々に音質が向上していきます。 
  

 

【検電器のご使用について】 

本機には検電器が同梱されています。検電器が赤く点灯する側が、プラス（Hot, Live）になります。 

また本体リアパネルの IEC 電源コード差込口（⓰）は、左のピンがプラスになります。お好みで 

電源の極性を確認の上、本機をご使用いただけます。 
 

 

 

【ご注意】 

リモコンを使用する前に、付属の電池をリモコン本体にセットしてください。背面カバーを優しく押してスライ

ドさせ、カバーを開いてください。極性に注意して乾電池をセットし、背面カバーを元の位置に戻したあと、押

し込んでリモコン本体にカバーをはめ込んでください。 
 

 

【ご注意】 

電池を交換する際は、単４乾電池と交換してください。また古くなった乾電池は、環境に配慮し、お住まいの市

町村の指示に従って適切に廃棄してください。 

 

 

【ご注意】 

ディスプレイガラスに保護フィルムが張られています。貼ったままですと表示が見えづらくなるお使いになる前

にフィルムをはがしてください。 
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各部説明 

 

 

フロントパネル 

    

 

 

 

 

➊ Stanby  スタンバイモード⇔電源 ON の切り替えを行います。 

➋ Select ▲▼ セットアップメニュー/各メニュー設定で項目決定します。 

➌ Volume ボリューム調節を行います。0（ミュート）から 99（最大音量）まで調整が可能です。 

※初期設定では Max70 まで、Maximum Volume で調整可能 p28 Audio Settings 参照 

➍ フロントパネル 

ディスプレイ 

選択中のソース、ボリュームなど様々な情報を表示します。 

リモコンの DIM ボタンで表示が消えます。再表示させるにはリモコンの DIM ボタンを再度押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲▼
フロントパネル 
ディスプレイ ➊ ➋ ➌ 

➍ 
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リアパネル 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊ Analogue inputs アナログ入力（アンバランス RCA）  

1～5. L/R（ANALOG 1～5） 

➋ Analogue outputs アナログ出力（アンバランス RCA） 

➌ Network LAN1,2 イーサネットケーブル接続口 

➍ USB-A USB Type-A ポート 

➎ Digital inputs PC/MAC. USB TypeB ポート 

D1. COAXIAL 同軸デジタル入力端子。 

75Ω RCA アンバランスデジタルケーブルをご使用ください。 

D2,3. OPTICAL 光デジタル入力端子。Toslink 光ケーブルをご使用ください。 

➏ HDMI outputs 1～2. HDMI 出力端子 × 2 系統 AUX / MAIN(eARC) 

➐ HDMI inputs 1～5. HDMI 入力端子 × 4 系統 

➑ IR in/out 本機をユニバーサルプレイヤー等と接続して、スタンバイ/電源 ON 操作をリモコンで連動して行

う為の端子です。 

➒ Trigger out TRIGGER IN 端子を持っている機器を本機に接続すると、その機器の電源を本機の操作に連動さ

せてオン/スタンバイすることができます。 

❿ Front L/R or 

Top Rear L/R 

フロントスピーカー 左/右または、Top Rear 左/右 出力。 

※P25 Speaker Settings にてどちらを出力するか設定します。 

⓫ Center センタースピーカー（C）出力。 

⓬ Surround サラウンドスピーカー 左/右 出力。 

⓭ Height Top Middle 左/右、Top Front 左/右、Bi-Amp Front 出力 

※P25 Speaker Settings にてどちらを出力するか設定します。 

⓮ Surround Back サラウンドバックスピーカー 左/右または、Top Rear 左/右 出力。 

※P25 Speaker Settings にてどちらを出力するか設定します。 

⓯ On/Off 主電源の ON/OFF を行います。 

⓰ Power 

（AC power socket） 

IEC 電源コード差込口 

 

※日本仕様は Wi-Fi 接続用のアンテナはついておりません 

➊ ➋ 

➌ ➍ 
➎ ➏ 

➐ 
➑ ➒ 

➓ ⓫ ⓬ ⓭ ⓮ ⓯/⓰ 
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リモコン「C25」                   ※図中の番号は下記の説明文の番号を表しています。 

  
 
 

 
 
                         【ご注意】 

操作を開始する前に、MODE ボタン（⑫）の「AMP/AV」

を 2 回押して AV モードを選択してください。他の製品

を操作する場合は、改めて MODE ボタンからリモコン

モードを変更してください。「AMP/AV」が AMP モード

になっていると、リモコン操作を受け付けません。

「AMP/AV」を二回押して INDICATOR（③）の下段が

光っていることを確認してください。 

① 
POWER 

ON/OFF 

スタンバイモード(待機状態)の On/Off を行います。 

ボタン長押しで、全ての PRIMARE 製品をスタンバイ

モードにします。 

② MUTE 音量をミュート(消音)します。 

③ INDICATOR 

各種ボタンを押すと、インジケーターが点灯します。 

上段：AMP / CD / PRE モードの場合 

下段：AV / SC / AUX モードの場合 

④ NUMBER 

入力またはトラックナンバーを選択します。 

2 桁の数字を選択する場合は、最初の 1 桁目をボタン

長押しで選択し、その後 2 桁目を選択します。 

⑤ INFO 長押しするとネットワーク情報を表示します。 

⑥ DIM ディスプレイの明るさを変更します。 

⑦ ▲▼ 
上へ移動。メニュー項目の移動に使用します。 

音量調節にもご使用いただけます。 

⑧ ◀▶ 
左へ移動。メニュー項目の移動に使用します。 

入力選択にもご使用いただけます。 

⑨ MENU 設定メニューの表示、終了を行います。 

⑩  
メニュー画面で、一つ前の項目に戻る場合、または設定

をキャンセルする場合に使用します。 

⑪ SELECT メニュー項目の決定を行います。 

⑫ MODE 
リモコンモードを選択します。下段のデバイスモード

を選択する場合は、ボタンを２回押してください。 

※ボタンを押すと、リモコン上部のインジケーター(③)が点灯

し、現在選択中のリモコンモードが確認できます 
⑬ VOLUME 音量を調整します。※０(無音)～99(最大）となります 

⑭  リピート機能の On/Off を行います。 

⑮ ■/  曲の再生を停止します。 

⑯ |◀ /▶|| / ▶| 

▶|：１曲送り／|◀：１曲戻し、またはボタン長押し

で早送り、早戻しを行います。 

▶||：曲の再生と一時停止を行います。 

⑰  リモコンのバックライトを 10 秒間点灯させます。 

⑱ AUDIO DSP モードの表示/切替 

⑲        BAL 一時調整メニューの表示／非表示 

① ② 

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑨ 

⑩

ゅ 

⑦ 

⑧ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

 ⑯ 

⑰ 

⑱ 

⑲ 
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準備する 
 
1. ディスプレイの接続 

本機の MAIN HDMI 出力から、テレビまたはディスプレイの HDMI 入力に接続します。 

 

テレビに HDMI チューナー出力が搭載されている場合、本機でテレビチューナーと DVD や Blu-Ray などのビデオソースを切り

替えて使用することができます。この場合、テレビチューナー出力をテレビソースに対応する HDMI 入力に接続します。デフォ

ルトでは、プリセット 1 は HDMI 1 入力を使用し、プリセット 2 は HDMI 2 入力を使用するようになっていますが、これらを再

割り当てすることもできます。 

 

テレビにチューナー出力がない場合は、テレビの内蔵チューナーと外部ビデオ入力を切り替える必要があります。 

 

 

2. スピーカーの接続 

本機には 9 チャンネルのアンプが搭載されており、最大 9 台のラウドスピーカーを直接駆動して、さまざまな構成のサラウンド

システムを構築することができます。 

また、フロント左右、センター、サブウーファー2 系統の計 5 系統のアナログラインレベル出力があり、A35.2 や A35.8 など

の外部アンプや最大 2 台のサブウーファーを接続することができます。 

 

本機は、最大 11 チャンネルのオーディオ処理をサポートします： 

 

・5.1.4 および 7.1.2 構成。 

・バイワイヤリング可能なスピーカーを備えたバイアンプフロント左/右チャンネルの 5.1.2 構成。 

・フロントスピーカー用のステレオアンプを追加した 7.1.4 構成。 

 

代替サラウンド・システムの接続方法の詳細については、「P17 スピーカーの構成」をご参照ください。 

システムにサブウーファーが 1 台以上ある場合 

SUB 1 と SUB 2 のアナログ出力をサブウーファーのオーディオ入力に接続します。 

 

 

3. オーディオ入力の接続 

5 つのアナログソース、1 つの同軸デジタルソース、2 つの光デジタルソース、1 つの USB-B デジタル入力ソースをリアパネル

の入力に接続することができます。 

 

アナログソース 

A1～A5 には、RCA ケーブルを使用してアナログソースを接続します。 

また、4 組の RCA ケーブルを使用して、7.1 ソースをアナログ入力 A1 から A4 に接続することもできます。 

 

デジタルソース 

デジタル RCA ケーブルを使用して、デジタル同軸ソースを D1 に接続します。 

光ケーブルを使用して、デジタル光源をデジタル光入力 D2 および D3 に接続します。 

PC または Mac を USB-B 入力に接続して、本機をコンピュータのオーディオ出力デバイスとして使用することもできます。 
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ドライブまたはミュージックサーバーの使用 

USB-A 入力に接続された USB フラッシュ ドライブから音楽を再生したり、ネットワーク接続されたミュージックサーバーか

ら音楽をストリーミングしたりすることができます。詳細については、「P15 ドライブやミュージックサーバーから音楽を再生

する」を参照してください。 

 

ストリーミング 

イーサネット接続を介して、携帯電話、タブレット、コンピュータ、またはその他の Prisma 製品から本機にワイヤレスで音

楽をストリーミングできます。詳細については、「p16 スマートフォン、タブレット、PC からの音楽ストリーミング」を参照

してください。 

 

 

4. ビデオ入力の接続 

4 つの HDMI 入力に最大 4 つのオーディオ/ビデオソースを接続できます。4 つのオーディオ/ビデオソースから HDMI ケーブル

を HDMI 1～HDMI 4 に接続します。 

 

 

5. 電源を接続する 

本機を付属の電源ケーブルでコンセントに接続します。 

 

警告：ケーブルを接続または取り外す前に、必ず SPA25 を主電源から外してください。 

 

背面パネルのスイッチを使用して、本機の電源をオンにします。 

スタンバイ状態から電源を入れるには、フロントパネルまたはリモコンの を押します。 

 

 

6. スピーカーの設定 

本機を使用する前に、サラウンドシステムのスピーカーの組み合わせを設定する必要があります。詳しくは、「P25 Speaker 

Settings」を参照してください。 

 

次に、スピーカーの距離とレベルを設定し、リスニングポジションで音像が正しくフォーカスされるようにします。詳しくは、

「P26 Speaker Settings – Distance および Level」をご覧ください。 

 

 

7. ソースを再生する 

フロントパネルの▲▼ボタン、またはリモコンの◀▶ボタンを押して、ソースを選択します。 

音量を調整するには、フロントパネルの Volume またはリモコンの +  - ボタンを使用してください。 

ソースの再生について詳しくは、「P12 ソースの選択」を参照してください。 

 

注：本機は HiNA（高ネットワーク可用性）製品に分類されています。オーディオストリーム信号が 20 分間検出されない場

合、本機は自動的にネットワークスタンバイモードに移行します。オーディオストリーミングが検出されると、本機はネットワ

ークスタンバイモードを終了します。 
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8.ネットワークに接続する  

…イーサネット(LAN)ケーブルを使用して接続を行います。 

※設定時に携帯端末のBluetoothとWi-Fiの設定をONにしておいてください。 

 

(1) ルーターと本機リアパネルのLAN端子をイーサネットケーブルで接続します。 

(2) 携帯端末に無料のGoogle Homeアプリをインストールします。 

(3) Google Homeアプリを起動します。「New device found, SPA25」と表示されます。 

(4) 「SET UP」をタップ／クリックして、指示に従います。 

(5) テストサウンドを再生した後、本機の名前を選ぶよう指示されます。 

※詳細は別紙「クイックスタートガイド」をご参照ください。 

 
【ネットワークトラブルシューティング】 

フロントパネルディスプレイ：フロントパネルのディスプレイに、ネットワーク接続の種類が表示されます。 

LAN …イーサネットケーブルで接続されていることを示します 

ネットワーク状況：リアパネルのCONインジケーターはネットワークの状態を示します。 

点灯…ネットワークに接続されている 

消灯…ネットワークに接続されていない 

点滅…Google Home アプリを使用してネットワークを設定する必要がある 

 

 

9. Prisma アプリのダウンロード 

本機の設定を確認・変更するには、Primare Prisma アプリが必要です。iOS 端末の場合は Apple App Store から、Android 端

末の場合は Google Play Store から無料でダウンロードできます。 
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SPA25 Prisma を使用する 
 

■フロントパネル 
本機のほぼすべての機能は、フロントパネルコントロールを使用して操作できます。 

操作に関する情報は、フロントパネルディスプレイに表示されます。 

 

Stanby 

SPA25 をスタンバイに切り替えるか、スタンバイからオンに切り替えます。 

スタンバイボタンを長押しすると、OLED ディスプレイにメインファームウェアのバージョンが表示されます。 

ボタンを 10 秒間押し続けると、ファクトリーリセットが実行されます。 

 

▲▼ボタン 

セットアップメニュー/各メニュー設定で項目決定します。 

2 つのボタンを同時に押すと、Main Menu が開きます。 

▲▼ボタンでメニューを選択し、▲ボタン長押しで決定、▼ボタン長押しでキャンセル(戻る)になります。 

 

Volume 

ボリュームを調整します。 

 

■音量の変更 
SPA25 では、音量を 0（無音）から 99（最大）まで変えることができますが、デフォルトでは最大音量は 70 に設定されています。 

 

音量を変更するには 

フロントパネルの VOLUME セレクターを回すか、リモコンの+ -ボタン、または Prisma アプリの+ -ボタンを押します。 

現在の音量設定がフロントパネルに表示されます： 

 

例：VOL 28 

 

サウンドをミュートするにはリモコンの  を押します。 

元の音量に戻すにはリモコンの  をもう一度押すか、音量を調節します。 

 

 
■対応デジタルサラウンドフォーマット 

本機は様々なデジタルサラウンドフォーマットに対応します。 

 

 
対応デジタルサラウンドフォーマット 

デコードフォーマット 

Dolby Atmos 
Dolby Digital 
Dolby TrueHD 

Dolby Plus 
Dolby Surround 
DTS X 

DTS 
DTS ES 
DTS Neo:6 

DTS HD Master Audio 
DTS HD High Res Audio 
MULTI/2 CH PCM/LPCM 

追加モード 

Bypass, Stereo, Party (all channels driven) 

Dolby Surround: movie, music, night 
DTS Neural X 

     VOL 28                
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■ソースの選択 
本機は最大 17 のソースを設定できます。ソースには映像入力として HDMI 入力の 1 つと、音声入力としてデジタル入力とアナログ入力

のいずれかを使用することができます。また、アナログ入力 A1~A4 を使用して、マルチチャンネルソースを指定することもできます。

本機の初期設定では以下に記載する標準のソースが設定されています。各ソースの映像入力・音声入力に関しては、「P22 セットアップ

メニュー」以降の項目を参照してください。 

 
プリセット Alias 説明 

1 HDMI 1 HDMI 1のビデオとデジタル音声 

2 HDMI 2 HDMI 2のビデオとデジタル音声 

3 HDMI 3 ARC HDMIメイン（ARC）の音声 

4 A1 A1入力のアナログ音声（RCAコネクター） 

5 A2 A2入力のアナログ音声（RCAコネクター） 

6 D1 D1入力の同軸デジタル音声(RCAコネクタ) 

7 D2 D2入力 (光コネクタ)の光デジタルディオ 

8 PC/MAC PC/MAC入力(USB-Bコネクタ)用のデジタルオ-ディオ 

17 Prisma ネットワークソースからのデジタルオーディオ 

 デフォルトでは、プリセット 1 と 2 にのみビデオが含まれています。 

 

選択方法 

フロントパネルの▲▼ボタン、またはリモコンの◀▶ボタンを押してソースを選択してください。 

フロントパネルに選択中のソースが表示されます。 

プリセットを直接選択するには、リモコンの番号(④)を押します。 

9 以上のプリセット番号を選択するには、1 桁目を長押ししてから 2 桁目を押します。 

 

 

■DSP モードの選択 

DSP モードは、オーディオ信号の後処理方法を決定します。 

SPA25 では、ソースプリセットごとに適切な DSP モードを選択できます。例えば、映画には Dolby Surround が適しているかもしれま

せんが、クラシック音楽には Bypass が適しているかもしれません。 

 

変更方法 

1. リモコンの AUDIO(⑱)ボタンを押すと、現在選択中のソースに設定されている

サラウンドモードがフロントパネルディスプレイに表示され、スクリーンに DSP 

Mode メニューが表示されます。 

2. PRISMA リモコンの▲▼を押してお好みのモードを選択し、SELECT(⑪)ボタン

を押して選択します。 

 

※使用できるオプションは、聴いているソースによって異なります。 

※この調整は一時的なものであり、プリセットを変更したりスタンバイ状態に入ったりすると

初期設定に戻ることにご注意ください。プリセットを恒久的に変更したい場合は、プリセット

設定メニューを使用して設定を編集します。詳細は「P23 Preset Settings」を参照してくだ

さい。)  

オプション 説明 

Auto 
・デジタル信号はネイティブのまま DSP でデコードされます。 

・アナログ信号は、DSP を経由して距離と低音の管理設定が可能になります。 

Bypass 

・デジタル信号は、DSP を経由せずに直接 DAC に送られます。 

・アナログ信号は直接ボリューム回路に送られます。 

・DSD と DoP 信号を再生するには、Bypass モードに設定が必要です。 

・低音の管理はできません。 

・Bypass は HDMI ソースには対応していません。 

Stereo 
・マルチチャンネル信号は 2 チャンネルのオーディオにダウンミックスされます。 

・アナログ音声は DSP を経由して、距離と低音の管理設定が可能になります。 
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■レベルの変更 

サラウンドシステムのバランスを変更できます。センターレベル、サラウンドレベル、サラウンドバックレベル、サブウーファーレベル

を独立して変更できます。L=R バランスの変更は、ステレオイメージの位置を移動するよう左右にスピーカーのレベルを変更します。他

のスピーカーは、サラウンドシステムの残りのスピーカーに影響することなく、対応するスピーカーのレベルを変更します。 

 

変更方法 

1. リモコンの BAL(⑲)ボタンを押します。 

2.  

 

 

リモコンの▲▼を押して、調整するスピーカーを切り替えます。 

◀▶を押して、レンジを調整します。 

※この調整は一時的なものであり、プリセットを変更したりスタンバイ状態に入ったりすると初期設定に戻ることにご注意ください。プ

リセットを恒久的に変更したい場合は、プリセット設定メニューを使用して設定を編集します。「P23 Preset Settings」を参照してく

ださい。 

 

スピーカー レンジ 備考 

AV Delay 0ms to 200ms 映像に合わせて音声を遅らせる。(リップシンク) 

FL -12.0dB to 12.0dB フロントレフト 

C -12.0dB to 12.0dB センター 

FR -12.0dB to 12.0dB フロントライト 

SR -12.0dB to 12.0dB サラウンドライト 

SBR -12.0dB to 12.0dB サラウンドバックライト 

SBL -12.0dB to 12.0dB サラウンドバックレフト 

SL -12.0dB to 12.0dB サラウンドレフト 

Sub -12.0dB to 12.0dB サブウーファー 

HL -12.0dB to 12.0dB ハイトレフト 

HR -12.0dB to 12.0dB ハイトライト 

HRL -12.0dB to 12.0dB ハイトリアレフト 

HRL -12.0dB to 12.0dB ハイトリアライト 

 

レベル調整は、サラウンドシステムのラウドスピーカーを左前方のスピーカーから時計回りに回ります。 

 

■ディスプレイの明るさの変更 

フロントパネルのディスプレイの明るさを変更するにはリモコンの DIM ボタンを押して、3 段階のレベルと表示なしに切り替えます。 

ディスプレイを表示なしにすると、どのコントロールを操作しても短時間で表示が消えます。 

ディスプレイは 10 分後に自動的に暗くなります。この遅延時間は設定メニューで調整できます。「P30 General Settings」を参照して

ください。 

Party 
・すべてのスピーカーから同じ信号が出力されるモードです。 

・センタースピーカーは左右の信号をモノラルミックスして出力します。 

Dolby Surround 

Movie 

・映画用に最適化されたプロファイルを使用して、信号がすべてのイネーブルドスピーカーに

アップミックスされます。 

・DTS 信号には対応していません。 

Dolby Surround 

Music 

・音楽用に最適化されたプロファイブを使用して、信号がすべての有効なスピーカーにアップ

ミックスされます。 

・DTS 信号には対応していません。 

Dolby Surround 

Night 

・静かに音楽鑑賞をするために最適化されたプロファイルを使用して、信号がすべての有効な

スピーカーにアップミックスされます。 

・DTS 信号には対応していません。 

DTS Neural:X 
・入力された信号がすべての有効なスピーカーにアップミックスされます。 

・DTS 信号には対応していません。 

    AV Delay:0ms                
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ソースオプション 
 

■直接ソースを接続する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソースから音楽を再生する 

適切なケーブルでソースを接続します。 

 

ソース ケーブル 

アナログ フォノ RCA ケーブル 

光デジタル 光デジタルケーブル 

デジタル デジタル同軸ケーブル 

 

フロントパネルまたはリモコンからソースを選択します。 

本機と同じ Wi-Fi ネットワーク上にスマホやタブレットがあれば、Prisma アプリを使ってソースの選択やコントロールも可能です。 

 

SPA25 を PC/Mac のサウンド出力デバイスとして使用する 

コンピュータの USB ポートと SPA25 の USB-B 入力を USB A - USB B ケーブルで接続します。 

 

・PC 

Windows 7、8、8.1、10（32/64 ビット）が必要です。primare.net で入手可能な Primare xmos オーディオドライバーをインストー

ルする必要があります。 

 

・Mac 

OSX 10.4 以降を推奨。ドライバーは必要ありません。 

 

SPA25 は、サウンドコントロールパネル（PC）またはサウンドシステム環境設定パネル（Macintosh）に SPA25 というサウンド出力デ

バイスとして表示されます。 

 

プリセット設定メニューで、使用するプリセットのオーディオ出力を SPA25 に設定します。 

Mac のサウンドシステム環境設定パネルまたは PC のサウンドコントロールパネルで、サウンド出力デバイスとして SPA25 を選択して

ください。 

 

 

 

※日本仕様は Wi-Fi 接続用のアンテナはついておりません 
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■ドライブやミュージックサーバーから音楽を再生する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

USB フラッシュドライブ、外付け USB ハードディスク、ネットワークドライブからオーディオファイルを再生することができます。 

すでに CD や音楽ファイルのデジタルライブラリーを持っている場合に最適です。 

 

USB フラッシュ・ドライブや USB ハードディスクでは、ファイルをフォルダに整理することができ、アーティスト別など、音楽を分類

することができます。 

 

NAS ドライブでは、メディア・サーバー・プログラムを実行するオプションがあり、音楽ライブラリーをアーティスト別、ジャンル別、

アルバム別、作曲家別など、さまざまな方法で整理することができます。無料オプションとして MinimServer をご利用いただけます。

http://minimserver.com/ 

 

USB フラッシュドライブまたはハードドライブからオーディオファイルを再生する 

USB ドライブを SPA25 の USB-A 入力に接続します。 

USB ドライブには、一般的なフォーマットのフォルダや音楽ファイルを保存できます。サポートされているファイルフォーマットの詳細

については、「P34 Specifications」を参照してください。 

Prisma アプリを使用して、音楽のブラウズ、再生、コントロールを行います。 

 

NAS（ネットワーク）ドライブからオーディオファイルを再生する 

NAS ドライブを SPA25 と同じネットワークに接続します。 

NAS ドライブには、一般的な形式のフォルダや音楽ファイルを保存したり、ミュージックサーバーを実行することができます。サポート

されているファイルフォーマットの詳細については、「P34 Specifications」を参照してください。 

Prisma アプリを使用して、音楽のブラウズ、再生、コントロールを行います。 

また、JRiver や Foobar2000 などのミュージック・サーバー・プログラムを使用して、Mac や PC から音楽を選択して再生することもで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日本仕様は Wi-Fi 接続用のアンテナはついておりません 
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■スマートフォン、タブレット、PC からの音楽ストリーミング 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SPA25 は Chromecast を使って、Spotify、Deezer、Tidal、TuneIn Radio など、Chromecast に対応した音楽サービスに直接接続でき

ます。 

 

Chromecast を使ってストリーミングする 

SPA25 にはChromecastが内蔵されているため、デスクトップまたはモバイルデバイスの音楽サービスアプリをコントローラーとして、

Chromecast 対応の音楽サービスからネットワーク経由で SPA25 に直接音楽をストリーミング（キャスト）できます。 

 

音楽サービスのアプリでキャストボタンをクリックし、デバイスリストで SPA25 を選択します。 

 

AirPlay を使用してストリーミングする 

AirPlay を使用して、Apple デバイスから SPA25 にネットワーク経由でオーディオを送信します。AirPlay は Apple デバイスでのみ使用

できます。 

 

Spotify Connect を使ってストリーミングする 

SPA25 は Spotify Connect に対応しており、デスクトップまたはモバイルデバイスの Spotify アプリをコントローラーとして、ネット

ワーク経由で Spotify 音楽サービスから SPA25 に直接音楽をストリーミングできます。 

 

スマートフォン、タブレット、コンピューターを Spotify のリモコンとして使用します。 

 

Roon で音楽を聴く ※1 

Roon は月額サブスクリプションで利用できる音楽再生ソフトウェアで、iPad、iPhone、Android タブレットと携帯電話、Mac、Windows

で動作します。本機は 「Roon Ready」に対応しており、Roon システムの再生デバイスとして使用できます。 

 

※1 2024 年 6 月現在未対応。 

  最新情報は弊社ホームページ（https://naspecaudio.com/）でご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

※日本仕様は Wi-Fi 接続用のアンテナはついておりません 
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スピーカーの構成 
 

このセクションでは、本機で選択できる代表的なスピーカー構成について説明します。各設定の詳細については、次の章セットアップメ

ニュー内の「P25 Speaker Settings」を参照してください。 

 

注：以下の図では、わかりやすくするため、ステレオペアの各スピーカーへの接続を 1 本の線で示しています。ペアの各ラウドスピーカ

ーを接続する際は、リアパネルの R と L の表示に従ってください。 

 

■2.0 Stereo system 
 

フロント左右のスピーカーのみを使用します。 

 

   

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – OFF 

Surround L&R – OFF 

Height L&R – OFF 

Surr. Back L&R – OFF 

 

 

   次に、スピーカーを以下のように接続します： 

 

Front Left / Front Right のスピーカー出力を、リアパネルの R と L の表示に 

従って、フロント左右のスピーカーに接続します。 

Front L&R のクロスオーバー周波数をフルレンジに設定します。 

「P26 Speaker Settings - Crossover」をご参照ください。 

 

 

■2.0 Bi-Amp system 
 

フロント左右ののスピーカーに、それぞれ独立した低音ユニットと高音ユニットでバイアンプ接続することができます。 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

   

Front L&R – Front 

Center – OFF 

Surround L&R – OFF 

Height L&R – Bi-Amp Front 

Surr. Back L&R – OFF 

 

次に、スピーカーを以下のように接続します： 

 

Front Left / Right のスピーカー出力をフロント左右のスピーカーの低音ユニッ 

トに、Height Left / Right のスピーカー出力をフロント左右のスピーカーの高音 

ユニットに、リアパネルの R と L の表示に従って接続します。 

Front L&R、Height L&R の各スピーカーのクロスオーバー周波数をフルレンジ 

に設定します。 

「P26 Speaker Settings - Crossover」をご参照ください。 
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5.1 Dolby / DTS system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右のスピーカーを使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – OFF 

Surr. Back L&R – OFF 

 

 

次に、各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従ってスピ 

ーカーを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 Bi-Amp system 
 

フロント左右のスピーカーをバイアンプ接続し、センターとサラウンド左右を使用します。 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Bi-Amp Front 

Surr. Back L&R – OFF 

 

 

次に、スピーカーを以下のように接続します： 

 

Front Left / Right のスピーカー出力をフロント左右のスピーカーの低 

音ユニットに、Height Left / Right のスピーカー出力をフロント左右 

のスピーカーの高音ユニットに、リアパネルの R と L の表示に従って 

接続します。 

Front L&R、Height L&R の各スピーカーのクロスオーバー周波数をフ 

ルレンジに設定します。 

「P26 Speaker Settings - Crossover」をご参照ください。 
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7.1 Dolby / DTS system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右、サラウンドバック左右にスピーカーを使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – OFF 

Surr. Back L&R – Surr. Back 

 

 

次に、各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従ってスピ 

ーカーを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1 Bi-Amp system 
 

フロント左右のスピーカーをバイアンプ接続し、センター、サラウンド左右、サラウンドバック左右を使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Bi-Amp Front 

Surr. Back L&R – Surr. Back 

 

 

次に、スピーカーを以下のように接続します： 

 

Front Left / Right のスピーカー出力をフロント左右のスピーカーの低 

音ユニットに、Height Left / Right のスピーカー出力をフロント左右 

のスピーカーの高音ユニットに、リアパネルの R と L の表示に従って 

接続します。 

Front L&R、Height L&R の各スピーカーのクロスオーバー周波数をフ 

ルレンジに設定します。 

「P26 Speaker Settings - Crossover」をご参照ください。 
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5.1.2 Dolby Atmos / DTS:X system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右、ハイト左右にスピーカーを使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Top Middle 

Surr. Back L&R – Surr. Back 

 

 

次に、各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従ってスピ 

ーカーを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1.2 Atmos / DTS:X system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右、サラウンドバック左右、ハイト左右の 9 スピーカーを使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します(デフォルト設定)： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Top Middle 

Surr. Back L&R – Surr. Back 

 

 

次に、各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従って 

スピーカーを接続します。 
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5.1.4 Atmos / DTS:X system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右、ハイトフロント左右に加え、サラウンドバックのスピーカーをハイトバック左右に振り分け

た合計 9 つのスピーカーを使用します。 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプションを 

以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Front 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Top Middle 

Surr. Back L&R – Top Rear 

 

 

次に、各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従って 

スピーカーを接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

7.1.4 Atmos / DTS:X system 
 

フロント左右、センター、サラウンド左右、サラウンドバック左右、ハイトフロント左右、ハイトリア左右の 11 スピーカーを使用。フ

ロントスピーカーには Primare A35.2 などの別アンプを使用します。 

 

 

 

「Speaker Settings - Speaker Setup」メニューのオプショ 

ンを以下のように設定します： 

 

 

Front L&R – Top Rear 

Center – ON 

Surround L&R – ON 

Height L&R – Top Middle 

Surr. Back L&R – Surr. Back 

 

 

   次に、SPA25 の FRONT PRE/LINE 出力を A35.2 の左右ライ 

ン入力に接続します。 

A35.2 の左右のスピーカー出力をフロント左右のスピーカー 

に接続します。 

各ペアのスピーカーをリアパネルの R と L の表示に従 

ってスピーカーを接続します。 
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セットアップメニュー 
 

接続されたディスプレイにセットアップメニューを表示し、各メニューを変更で

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セットアップメニュー表示方法 

1. リモコンの MENU(⑨)ボタンを押してディスプレイにセットアップメニューを表示しま

す。各サブメニューからセットアップメニューに戻る場合は、リモコンの RETURN(⑩)

ボタンを押して戻ります。 

 

 

 

サブメニュー表示/選択方法 

1. 変更したい各サブメニューにリモコンの▲▼ボタンを押して移動します。 

2. 各サブメニューをリモコンの SELECT(⑪)ボタンを押して選択します。 

 

 

 

サブメニュー値表示/変更方法 

1. リモコンの▲▼ボタンを押して変更したい各サブメニュー値を選択します。 

2. 変更したい各サブメニュー項目にリモコンの▲▼ボタンを押して移動します。 

3. 各サブメニューをリモコンの SELECT(⑪)ボタンを押して選択します。 

 

 

 

表示名（Alias）変更方法 

1. リモコンの SELECT(⑪)ボタンを選択します。 

2. 文字の選択にはリモコンの▲▼ボタンを押します。移動するには◀▶を押します。 

3. リモコンの SELECT(⑪)ボタンを押して終了します。 
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1.Preset Settings 
 

Preset Setteing メニューでは、17 個のソースプリセットをそれぞれカスタマイズできます。 

 

 

オプション 選択項目 説明 

Preset 1~17 ソース設定を行うプリセットを選択します。 

Status Disabled 

Enabled 

無効 

有効 

 

いずれかを選択して、プリセットを有効にするか無

効にするかどうかを指定します。 

Alias
 ソースの表示名を設定します。 

※「P22「表示名（Alias）変更方法」参照。 

Video Input 

 

HDMI 1～4（INPUT） 

NONE, 

 

ソースに対応するビデオ入力を設定します。 

 

※HDMI 1 ～ 4、または入力なしの None を選択

することができます。 

Video Output HDMI Main 

MDMI Aux 

Both 

ビデオ出力を HDMI Main(デフォルト)、HDMI 

Aux、または Both(両方)から選択します。 

 

Audio Input HDMI 1～4（INPUT） 

HDMI ARC 

D1～D3 

A１～A5 

Prisma グレーアウト 

PC/MAC 

7.1 Bypass 

None 

ソースに対応するオーディオ入力を設定します。 

※同時出力不可 

オプションは以下の通りです。 

 

オプション 説明 

HDMI 1 to HDMI 4 HDMI ビデオ入力に対応する音声 

HDMI ARC テレビからの ARC 

D1 to D3 デジタル入力 

A1 to A5 アナログ入力 

Prisma Prisma ストリーミング入力(グレーアウト) 

PC/MAC USB-B 入力に接続された PC または Mac からの音声 

7.1 Bypass A1～A6 に接続された 7.1 サラウンドソースの音声 

None オーディオ入力なし 
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Audio Output SPA25 

HDMI Out 

Both 

HDMI 入力された音声信号の HDMI 出力を設定し

ます。 

HDMI 入力された音声信号を本機で処理する場合

は SPA25(デフォルト)、HDMI/OUT PUT に出力

する場合は HDMI Out を、または両方を選択して

ください。 

DSP Mode Auto 

Bypass 

Stereo 

Dolby Surr Movie 

Dolby Surr Music 

Dolby SurrNight 

DTS Neural:X 

プリセットの DSP モードを指定します。使用可

能な DSP モードの詳細については、「P12 DSP モ

ードの選択」をご参照ください。 

Input Gain ＋10 ㏈～-10 ㏈ 

（1 ㏈刻み） 

各ソースの相対的なラウドネスを-10 dB から 

+10 dB の間でイコライズできます。デフォルト

は+0 dB です。 

ADC Gain 0dB 

-6dB 

アナログ・ソースのアナログ・デジタル・コンバ

ータのゲインを調整します。選択できるのは 0 dB

（デフォルト）または-6 dB です。アナログ入力

レベルが高すぎる場合、前面ディスプレイに警告

メッセージが表示されます。 

Input Balance L1~5、Centered、R1~9 入力のバランスを調整することができます。 

センター(デフォルト)、左右(それぞれ 9 が最大)

の間で選択します。 

Volume 

 

Variable 

Fixed 

ソースデバイスの音量を可変(Variable)もしくは

固定(Fixed)に設定できます。 

AV Delay 200ms～0ｍｓ 

（10ｍｓ刻み） 
映像の処理遅延が発生している場合、映像の動きと

音声を合わせるため音声の遅延時間を変更します。 

10ms 単位で、最大 200m まで変更可能です。 

Auto-Sense 

 

OFF 

Select 

Wake+Sel 

OFF：自動切り替え無効(デフォルト) 

Select：SPA25 の電源がオンになっている場合、

オーディオ信号を含む入力を自動的に選択しま

す。 

Wake+Sel：必要に応じて SPA25 をスタンバイか

ら自動的に起動し、オーディオ信号を含む入力を

選択します。 

Trigger Out OFF 

ON 

このプリセットのトリガー出力を有効にするには

ON を選択し、トリガー出力に影響を与えないよう

にするには OFF を選択してください。 

Trigger Delay 5S～1S （1s刻み） 

OFF 

トリガー出力がアクティブになるまでの遅延時間

を指定します。 

Speaker Preset Preset1～５ このソースのスピーカー・プリセットを指定しま

す。 

スピーカーの設定は Speaker Settings で行いま

す。※P25 参照 
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2. Speaker Settings 
 

SPEAKER SETTING ではスピーカー出力に関する設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オプション 選択項目 選択項目 説明 

Speaker 

Setup 

 

 

Preset 1~5 どのプリセットを設定するかを選択します。 

プリセットを指定するには、リモコンの SELECT

を押し、◀▶で選択したら再度 SELECT を押して

決定します。 

Alias Preset 1 スピーカーのプリセットの表示名を設定します。 

※「P22「表示名（Alias）変更方法」参照。 

Dirac filter None 

Slot1~4 

Dirac を使用しない場合は「None」（デフォルト）、

使用するDiracコンフィギュレーションを指定す

る場合は「Slot 1」から「Slot 4」を選択します。 

Front L&R Front（デフォルト） 

Top Rear 

Front Left と Right のスピーカー出力をサラウ

ンドシステムの他のスピーカーに割り当てるこ

とができます。 

 

メインの Front Left と Right スピーカーの出

力を使用する場合は Front（デフォルト）を、Top 

Rear の出力を Top Rear Left と Right スピー

カーの出力に使用する場合は Top Rear を選択

します。 

Center     OFF            

ON（デフォルト） 

センター出力にスピーカーが接続されている場

合には ON(デフォルト)を、接続していない場合

には OFF を選択してください。 

Surround L&R OFF 

ON（デフォルト） 

Surround Left と Right の出力にスピーカーを

接続している場合は ON（デフォルト）を、接

続していない場合は OFF を選択します。 

Subwoofer    OFF 

ON（デフォルト） 

サブウーファーをSUB 1アナログ出力に接続し

ている場合はON（デフォルト）を、接続してい

ない場合はOFFを選択します。 

Surround Back L&R OFF 

Surround Back（デフォルト） 

Top Rear 

Surround Back Left と Right のスピーカー出

力をサラウンドシステムの他のスピーカーに割

り当てることができます。 

 

これらの出力を使用しない場合は OFF、

Surround Back Left と Right のスピーカー出

力を使用する場合は Surround Back（デフォル

ト）、Top Rear Left と Rightのスピーカー出

力を使用す る場合は Top Rear を選択しま

す。 
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Height L&R OFF 

Top Middle（デフォルト） 

Top Front 

Bi-Amp Front 

Height Left と Right のスピーカー出力をサラ

ウンドシステムの他のスピーカーに割り当てる

ことができます。 

 

これらの出力を使用しない場合は OFF、Height 

Left と Right のスピーカー出力を使用する場

合は Top Middle（デフォルト）、Top Front 

LeftとRightのスピーカー、またはBi-Amp 

Frontに出力を使用する場合はTop Frontを選択

します。 

Height Type Overhead（デフォルト） 

Upward Firing 

ハイトスピーカーが天井に取り付けられ、部屋

の下を向いている場合はOverhead（デフォル

ト）を、天井を向いている場合はUpward 

Firingを選択します。 

 

Height TypeをUpward Firingに設定すると、

SPA25のハイト出力はDolby Atmos対応スピー

カーとして設定されます。ハイトタイプが

Overheadに設定されている場合、SPA25ハイ

ト出力は通常のスピーカーとして設定されま

す。 

Crossover Preset 1～5 どのプリセットを設定するかを選択します。 

プリセットを指定するには、リモコンの SELECT

を押し、◀▶で選択したら再度 SELECT を押して

決定します。 

Alias  Preset 1 スピーカーのプリセットの表示名を設定します。 

※「P22「表示名（Alias）変更方法」参照。 

Dirac filter None（デフォルト） 

Slot1~4 

Dirac を使用しない場合は「None」（デフォルト）、

使用するDiracコンフィギュレーションを指定す

る場合は「Slot 1」から「Slot 4」を選択します。 

Front L&R 

Center 

Surround L＆R 

Surround Back L＆R 

Height L&R 

Height Rear  L&R 

Subwoofer  

Full Range（デフォルト） 

200Hz～40HZ（10Hz 刻み） 

各スピーカーまたはスピーカーのペアのクロス

オーバー周波数を指定できます。 

 

フルレンジ、または 40 Hz～200 Hz のクロスオ

ーバー周波数を 10 Hz ステップで選択できます。

デフォルトではすべてのスピーカーがフルレン

ジで、Subwoofer は 200 Hz です。 

 

システムにサブウーファーがない場合は、サラウ

ンドシステムの低音を処理するために、少なくと

も 1 組のスピーカーをフルレンジに設定してく

ださい。 

 

1つまたは複数のスピーカーがフルレンジに設定

されている場合、サブウーファーは LFE 信号を

受信します（利用可能な場合）。また、ダブルバ

スをオンに設定して、フルレンジスピーカーから

の低音のコピーをサブウーファーに送ることも

できます。※「P28 Audio Settings」参照。 

 

フルレンジとして定義されたスピーカーがない

場合、サブウーファーは LFE 信号（利用可能な場

合）と各チャンネルの低音を受信します。 

Distance 

 

 

 

 

 

 

Preset 1～5 どのプリセットを設定するかを選択します。 

プリセットを指定するには、リモコンの SELECT

を押し、◀▶で選択したら再度 SELECT を押して

決定します。 

Alias   Preset 1 スピーカーのプリセットの表示名を設定します。 

※「P22「表示名（Alias）変更方法」参照。 

Dirac filter None（デフォルト） Dirac を使用しない場合は「None」（デフォルト）、
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Distance 

Slot1~4 使用するDiracコンフィギュレーションを指定す

る場合は「Slot 1」から「Slot 4」を選択します。 

Unit Feet 

Meter 

距離をメートル単位で測定する場合は Meter（デ

フォルト）、フィート単位で測定する場合は Feet

を選択してください。 

Front Left 

Center 

Front Right 

Surround Right 

Surround Back Right 

Surround Back Left 

Surround Left 

Subwoofer 

Height Right 

Height Left 

Height Rear Right 

Height Rear Left 

0.00m~12.00m（0.10ｍ刻み） 

 

リスニングポジションからの各スピーカーの距

離を指定できます。 

 

スピーカーは、Front Left から時計回りにレイア

ウトを回っていきます。このメニューでは、左右

のスピーカーの距離を個別に指定できます。 

 

Level Preset  1～5 どのプリセットを設定するかを選択します。 

プリセットを指定するには、リモコンのSELECT

を押し、◀▶で選択したら再度SELECTを押して

決定します。 

Alias  Preset 1 スピーカーのプリセットの表示名を設定します。 

※「P22「表示名（Alias）変更方法」参照。 

Dirac filter  None（デフォルト） 

Slot1~4 

Diracを使用しない場合は「None」（デフォル

ト）、使用するDiracコンフィギュレーションを

指定する場合は「Slot 1」から「Slot 4」を選択

します。 

Test Tone OFF 

ON 

テストトーンを再生します。 

Front Left  

Center 

Front Right 

Surround Right 

Surround Back Right 

Surround Back Left 

Surround Left 

Subwoofer 

Height Left  

Height Right 

Height Rear  Right  

Height Rear  Left  

-12.0dB~+12.0dB（0.5dB 刻み） 各スピーカーのレベルを-12.0 dB（小さめ）、

0.0 dB（デフォルト）、+12.0 dB（大きめ）

の範囲で調整できます。 

 

スピーカーは、Front Left から時計回りにレイ

アウトを回ります。リスニングポジションで左

右のスピーカーの音量が同じに聞こえるとは限

らないため、このメニューでは各ペアの左右ス

ピーカーを個別に指定できます。 
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3.Audio Settings 
 

Audio Settings では音声に関する調整・設定を行います。 

– 

オプション 選択項目 選 択 項

目 

説明 

Default Volume Specified 

Last used 

－ SPA25がスタンバイ状態からオンになったときのデフォ

ルトボリュームを設定します。次のオプションで設定し

た音量を使用する場合にはSpecified、スタンバイ状態に

なる前の音量を使用する場合にはLast Used（デフォル

ト）を選択してください。 

Specified 0~60(1 刻み) － デフォルトボリュームの音量を 0~60 の範囲で指定しま

す。 

Maximum 

Volume 

0~99(1 刻み) － 最大音量を 0~99 の範囲で指定します。デフォルトは 70

に設定されています。 

Double Bass OFF 

ON 

－ デフォルトでは、スピーカーがフルレンジとして定義され

ているシステムでは、サブウーファーは LFE 信号（利用可

能な場合）のみを受信し、ステレオソースには使用されま

せん。 

 

Double Bass を ON に設定すると、LFE 信号（利用可能な

場合）に加えて、フルレンジスピーカーからの低音のコピ

ーがサブウーファーに送信されます。 

 

システムにサブウーファーがない場合、またはフルレンジ

スピーカーがない場合、Double Bass は機能しません。 

Late Night OFF 

ON 

－ 深夜のリスニング用にダイナミックレンジを圧縮し、小

さな音を聴きやすくします。 

深夜モードの場合はON、通常モードの場合はOFF（デフ

ォルト）を選択してください。 

Speaker 

Mute Settings 

Speaker 

Mute 

Disabled 

Enabled 

無効（デフォルト） 

有効 

 

スピーカーミュートの無効、有効を選択します。 

有効にすると、ディスプレイの音量表示の前に「SM」の文

字が表示されます。無効にすると文字は消え、音量が初期

設定に戻ります。 

ミュートが有効になると、RCA 出力はフルレンジのⅡチャ

ンネル構成に変更されます。 

※リモコンの MUTE ボタンを長押しすることでも、スピ

ーカーミュートの設定が切り替わります。 

Front L&R 

RCA Output 

Variable 

Fixed 

スピーカーミュートが「有効」であるときに、アナログ RCA

出力を可変にするか固定にするかを設定できます。 

Variable（デフォルト）を選択すると SPA25 のボリュー

ムコントロールが維持され、Fixed を選択すると出力が

0dB に設定されます。 

 

Speaker Mute を有効にすると、RCA 出力に接続したヘッ

ドフォンアンプでヘッドフォンリスニングが可能になり

ます。ヘッドフォンアンプで音量をコントロールする場合

は Fixed を、SPA25 Prisma で音量をコントロールする場

合は Variable を選択します。 

 

警告：Fixed を選択すると、アナログ RCA 出力の音量レ

ベルが大きくなる可能性があります。 
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4.Video Settings 
 

Video Settings では、ビデオ出力の設定を行います。 

 

オプション 選択項目 説明 

HDMI Pass-Thru OFF 

MAIN output 

AUX output 

デフォルトでは HDMI Pass-Thru は OFF に

なっており、SPA25 がスタンバイ状態のと

きは HDMI OUT は OFF になっています。

SPA25 がスタンバイ状態でもテレビを接続

したい場合は、HDMI Pass-Thru を HDMI 

MAIN または HDMI AUX に設定し、スタン

バイ状態の HDMI IN 1 を HDMI AUX また

は MAIN 出力に接続します。HDMI Pass-

Thru は HDMI IN 1 入力からのみ可能です。 

HDMI Control(CEC) HDMI CEC            Disabled 

                       Enabled 

Power on command   Follow 

                       Ignore 

Power off command   Follow 

                       Ignore 

Source switch         Follow 

                       Ignore 

HDMI コントロール（CEC）メニューを表示

し、このプリセットの HDMI コントロール

設定を行います。 

 

CEC を使用すると、SPA25 でビデオソース

を選択したときに、SPA25 に接続したテレ

ビを自動的にスタンバイ状態にすることが

できます。 

 

デフォルトでは、HDMI CEC はオフになっ

ています。これをオンに設定すると、後続の

各オプション Ignore Power On、Ignore 

Power Off、Ignore Switch Source を NO 

または YES に設定して、ソースの動作を決

定できます。 

OSD Transparency OFF 

ON 

 

OSD の背景を透明にするかどうかが選択で

きます。ON（デフォルト）または OFF を選

択します。 

OSD Popup time Never 

1S~10S(1S 刻み) 

Always 

 

ディスプレイに OSD を常時表示する場合は

Always、任意の秒数経過後に表示を消す場

合は 1 秒から 10 秒の間の時間、表示しない

場合は Never に設定できます。 

Help Text OFF, 

ON 

各メニューの下にヘルプテキストを表示す

るかどうかを選択できます。 

ON（デフォルト）または OFF で指定します。 
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5. General Settings 
 

General Settings では本機の一般的な設定を行います。。 

 

オプション 選択項目 説明 

Front Panel Unlocked 

Locked 

フロントパネルコントロールをロック

する場合は「Locked」、使用する場合

は「Unlocked」（デフォルト）を選択

します。 

 

フロントパネルコントロールのロック

を解除するには、リモコンを使用して

このメニューを選択するか、SPA25 の

電源を数秒間切断します。 

OLED Auto-Dim Never 

After 10 min 

After 5 min 

After 1 min 

ユーザーが何も操作しない時、フロン

トパネルディスプレイが暗くなるまで

の時間を選択できます： しない、10

分後、5 分後、または 1 分後。 

OLED Display Time Never 

1s~10s(1s 刻み) 

任意のコントロール操作後に、OLED

ディスプレイを消灯する時間を選択し

ます。 

LED Brightness High Dim 1~5（1 刻み） 

Mid Dim 1~5（1 刻み） 

Low Dim 1~5（1 刻み） 

Dim OFF 1~5（1 刻み） 

フロントパネルのボタンを照らす LED 

の明るさを指定します。 

LED BRIGHTNESS メニューを表示

し、ディスプレイの明るさを 1～5 の

間で設定します： 

 

High Dim（初期値 3）、Mid Dim（初

期値 2）、Low Dim（初期値 1）、Dim 

Off（初期値 1）。 

Standby Setting Standby Mode   ECO 

                 Normal 

Auto-Standby   Never 

                60 Minutes 

                40 Minutes 

                20 Minutes 

スタンバイモードを ECO に設定する

と、スタンバイ消費を 0.5W 未満に抑

えることができますが、SPA25 が起動

できるのはアナログ入力とデジタル入

力のみとなります。 

ストリーミングおよび PC/MAC 入力か

らも起動できるようにするには、

Normal を選択してください。 

 

SPA25 は HiNA（高ネットワーク可用

性）製品に分類されます。オーディ

オ・ストリーム信号が 20 分間検出さ

れない場合、本機は自動的にネットワ

ーク・スタンバイ・モードに移行し、

その際の消費電力は 6W 未満となりま

す。オーディオ・ストリーム信号が検

出されると、ネットワーク・スタンバ

イ・モードから終了します。 

 

オートスタンバイは、指定した時間(な

し/60 分/40 分/20 分)の間にユーザー

の操作やソースからの音声がない場合

に、自動的に SPA25 をスタンバイに切

り替えます。 

 

注：ネットワークが設定されていない

場合、オートスタンバイ機能は無効に

なります。 
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Memory Setting Factory reset        Cancel 

                       Yes 

Backup your setting   Passcode 

                       Confirm 

                       Cancel 

Recall your backup  

Delete your backup  

Change passcode  

ファクトリーリセットは、SPA25 を工

場出荷時のデフォルト設定にリセット

します。設定した内容はすべて失われ

ますのであらかじめご了承ください。

Factory Reset を選択すると確認画面

が表示されますので、続行する場合は

YES、キャンセルする場合は NO を選

択してください。 

 

Backup your setting で、設定のバッ

クアップを作成できます。 

Backup your setting を選択後、任意

のパスコードを入力してください。 

バックアップから設定を呼び出すには

Recall your backup を選択して、バッ

クアップを作成した際に入力したパス

コードを入力してください。バックア

ップを削除するには Delete your 

backup を選択します。 

 

Change passcode でパスコードを変

更できます。 

Firmware Information Main 

Streaming 

CAST 

DSP 

OSD 

Dirac 

現在インストールされている、ファー 

ムウェアのバージョンを表示します。 

 

 

 

6.Streaming Settings 
 

Streaming Setteings では本機のストリーミングの設定を行います。 

 

オプション 選択項目 説明 

Metadata OFF 

ON 

アーティスト名や曲名などのメタデータを表示するかどう

かを、OFF（デフォルト）またはONから選択できます。 

AirPlay Password  

 

AirPlay で接続する際のパスワードを設定します。パスワー

ドを設定しない場合は、空のままにします。 
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7.Network Settings 
 

Network Settings では本機のネットワーク接続の設定を行います。 

 

オプション 説明 

Network Status ネットワーク接続の状況が表示されます。 

Network Name ネットワーク名が表示されます。 

Device Name 本機の名前が表示されます。 

IP address 現在の IP アドレスが表示されます。 

Net MAC ネットワークの MAC アドレスが表示されます。 

Dirac IP Dirac への接続に使用される IP アドレスが表示されます。 

 

 

 

 

Dirac Live 
 

本機とお部屋のレイアウトとの相互作用は、音質に大きな影響を与えます。Dirac Live® Room Correction では、特許

取得済みの最新アルゴリズムを適用することで、本機を通して部屋の影響を分析、デジタル的に低減し、スピーカーのパ

フォーマンスを向上させることができます。Dirac Live は、スイートスポットの拡大、正確なステージング、明瞭度、他

では得られない深く引き締まった低音を実現します。 

 

主なメリット 

Dirac Live® Room Correction を使用することで、以下の 3 つのメリットが得られます： 

 

1.サウンドイベントの定位、いわゆるステージングが改善されます。 

2. 音楽やスピーチの透明さと明瞭度が向上します。 

3. リスニングエリア全体にわたって共振のない、より深く引き締まった低音を感じることができます。 

 

限定帯域幅 Dirac Live サブスクリプション・ティアは SPA25 に付属しています。 

全帯域幅の Dirac Live サブスクリプションは、Dirac のウェブサイトから直接購入できます。 

 

Dirac Live クイックスタートガイド 

1. Dirac Live をダウンロードします。 

2. Dirac アカウントを作成します。 

3. 必要に応じてデバイス用のライセンスを購入し、手順に従って認証処理を行います。 

4. お使いのデバイスで Dirac Live にログインします。 

5. キャリブレーションを行い、お楽しみください！ 

 

注意：Dirac Live を最新のものにアップデートすると、正常に動作しない可能性があります。 

SPA25 の最新ファームウェアや Dirac との互換性については、弊社 Web サイトでご確認ください。 

 

重要：Dirac Live のアップデートとキャリブレーションにはイーサネット接続が必要です。設定が決定し、SPA25 

Prisma にフィルターがロードされた後は、イーサネット接続は必要ありませんが、Dirac と同様、可能であればイーサ

ネット接続を使用することをお勧めします。 

 

Dirac Live の詳細については Dirac Live の Web サイトでご確認ください。 

https://www.dirac.com/ 

 

https://www.dirac.com/
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トラブルシューティング 
 

症状 原因 対策 

電源が入らない。 電源ケーブルが正しく接続されてい

ない。 

コンセントが奥までしっかりと接続されているかどうか確認し

てください。 

主電源が ON になっていない。 リアパネルの On/Off スイッチを On にします。 

スタンバイモードになっている。 フロントパネルの Mute/Standby ボタンを長押しするか、リ

モコンの電源ボタンを押して電源を ON にします。 

電源が ON になっているが、

映像が出ない。 

プレイヤーとの接続が正しくない。 プレイヤーの接続が正しいか確認してください。 

ディスプレイとの接続が正しくない。 ディスプレイの接続が正しいか確認してください。 

選択しているソース設定と、ソース

に対応する映像入力が正しくない。 

選択しているソース設定と、ソースに対応する映像入力が正し

か確認してください。 

※P23「Preset Setteings」参照 

ディスプレイが別の入力を選択して

いる。 

ディスプレイが選択している入力を確認してください。 

プレイヤーとの接続が正しくない。 プレイヤーの接続が正しいか確認してください。 

電源が ON になっているが、

音が出ない。 

スピーカーとの接続が正しくない。 各スピーカーとの接続が正しいか確認してください。 

音声を MUTE（ミュートしている）。 フロントパネルの Mute/Standby ボタンか、リモコンの MUTE

ボタンを押して MUTE（ミュート）を解除してください。 

ボリュームが 0 になっている。 フロントパネルの Volume ノブか、リモコンの Vol ± ボタン

を押してボリュームを上げてください。 

選択しているソース設定と、ソース

に対応する音声入力が正しくない。 

選択しているソース設定と、ソースに対応する音声入力が正し

か確認してください。 

※P23「Preset Setteings」参照 

本機が対応していないフォーマット

を再生しようとしている。 

HDMI 経由で音声入力時、一部のデジタル音声フォーマットは

本機で再生できません（AAC [2ch/Multi], DSD [2ch/Multi]

など） 

※P11「対応デジタルサラウンドフォーマット」参照 

該当スピーカーとの接続が正しくな

い。 

該当スピーカーとの接続が正しいか確認してください。 

特定のスピーカーから音が

出ない。 

再生ソースに該当チャンネルの信号

が含まれていない 

再生ソースの音声フォーマットを確認してください。 

該当スピーカーを使用しない設定が

されている。 

P25「Speaker Settings」を参照し、該当スピーカーを NONE

（無し）以外に設定してください。 

該当スピーカーの音量が極端に小さ

い 

P27「Speaker Settings - level」を参照し、該当スピーカー

の出力レベルが極端に小さくなっていないか確認してくださ

い。 

電池切れ。 電池を交換してください。 

リモコンが動作しない。 蛍光灯や、他の電気機器等の妨害。 インバーター式の蛍光灯をご使用の場合、蛍光灯を消して試し

てください。 

位置や角度が悪い。 本体から遠すぎたり、角度が急だと信号が届きません。 

リモコンのモードが AV になってい

ない。 

リモコンのモードを AV に変更してください。 

※P7「リモコン C25」参照 

  

※上記の対策後も動作に変化が見られない場合は購入店または、株式会社ナスペックにお問い合わせください。 

 

 

 

 

 



 

 

34 |  

 

Specifications 
HDMI 

HDMI 
入力 ×4（HDMI2.0b/HDCP2.2） 

出力 ×2（HDMI2.0b/HDCP2.2）（×1 eARC 対応） 

Video 
3D＆4K UHD pass-through, RGB, YCbCr［4:4:4; 4:2, 4:2:0］, 

Dolby Vision, HDR/HDR10＋ 

AMPLIFIER 

スピーカー出力 

×9ch（F-L/R, C ,S-L/R, SB-L/R, H/TM-L/R）※アサイン・オプシ

ョン 

・FL/FR 及び SBL/SBR → H/TM-L/R 

・H/TM-L/R → H/TF-L/R or F-L/R［バイアンプ］ 

最大出力（9ch） 810W（90W×9ch） 

最大出力（1ch） 
145W（8Ω）, 250W（4Ω）, 290W（F-L/R バイアンプ/8Ω）/450W

（F-L/R バイアンプ/4Ω） 

AUDIO 周波数特性 20Hz-20kHz（＋0.2/-0.5dB ※EQ 無し） 

S/N 比 ＞100dB（定格出力時 at 8Ω;A-weighted） 

THD＋N（20Hz-20kHz, 8

Ω） 
< 0.08%＠定格出力時, < 0.02%＠10W 

アナログ入力 
アンバランス RCA×4［7.1ch or Stereo×4］,アンバランス RCA×1

［2ch］ 

入力インピーダンス 15kΩ（アンバランス RCA） 

入力感度 185mV/90W（8Ω） 

アナログ出力 
アンバランス RCA×5（F-L/R［LINE or PRE］, SUB［パラレル出力］

×2, C:最大出力：4V） 

出力インピーダンス LINE/PRE - 100Ω 

出力ゲイン 16.5dB 

DAC DA コンバーター ESS ES9026PRO 

デジタル入力 
TOS-LINK×2/Co-axial×1（192kHz/24bit）,USB Type-A×1、USB 

Type-B×1(PCM:768kHz/32bit, DSD:22.6MHz［DOP:11.2MHz］) 

PRISMA ネットワーク接続 LAN ポート ×2（10/100Mbit Ethernet） 

対応プロトコル DLNA/UPnP 

オーディオフォーマット

（PRISMA＆USB Type-A） 

WAV/LPCM/AIFF/FLAC/ALAC/WMA/OGG （ 192kHz/24bit ） , 

MP3/MP4（48kHz/16bit）, VBR/CBR（320kbps）, DSD（5.6MHz） 

ストリーミング 
Chromecast built-in, AirPlay2, Spotify Connect, Roon Ready［※

1］, Qobuz［Hi-res ※1］, Tidal［Masters ※1］ 

GENERAL コントロール端子 RS232, Trigger 出力, IR 入出力 

消費電力/スタンバイ
（ECO）時 

＜0.5W,ノーマル時＜6W/HDMI Pass-Thorugh 時＜40W 

消費電力/アクティブ時 ＜55W（L/Rch）,＜85W（all ch） 

サイズ W430 × H142 × D382（420 突起部含む）mm 

重量 12 kg 

カラー BLK/K（ブラック）or TAN/K（チタン） 

付属品 C25 リモコンコントロール , 測定用マイク 

 

※1 2024 年 6 月現在未対応。 

  最新情報は弊社ホームページ（https://naspecaudio.com/）でご確認ください。 
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PRIMARE は常により洗練されたデザイン、設計を目指し製品の改善に努めています。その為、デザイン、性能等事前の予

告無しに変更する場合がございます。 

 

保証 

本機の保証は株式会社ナスペックが行います。 

修理が発生した場合、保証書を同梱の上ご発送ください。 

※修理品についてのご質問・送り先は、下記 本社/サービスセンターにてお受け致しております。 

 

 

 

詳しいお問い合わせは PRIMARE 日本輸入総代理店 株式会社 ナスペック 

本社/サービスセンター 〒500-8386 岐阜県岐阜市薮田西 1-4-5 TEL 058-215-7510 FAX 058-268-7118 

 フリーダイヤル 0120-932-45  

2024/5/20 

Ver. 1.00 
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